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表-1 流域区分 

 

区分 区　間 谷幅 流路の向き 区間距離

a

空堀川が狭山丘陵から平地に出る武

蔵村山市本町四丁目付近から、奈良

橋川との合流点（高木橋）まで

100～150ｍ 東南東 約5㎞

b 高木橋から東村市本町（野口橋） 250～300ｍ 東北東 約3㎞

c 野口橋から清瀬市野塩（梅坂橋） 250～300ｍ 北東 約5.5㎞

d
梅坂橋から清瀬市中里2丁目（三郷

橋）
75ｍ 北東 約0.25㎞

e
三郷橋から柳瀬川合流地点まで（低

位段丘面）

625m

（柳瀬川）
北東 約0.75㎞

 

 

図-1 空堀川の地区区分（国土地理院：土地条件図を使用） 
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11. 空堀川流域の浅層地盤（その 2） 

Ground Condition at Karabori River Basin 

技術支援課 中山俊雄 川合将文 大澤健二 

1. はじめに 

空堀川河川整備事業の中で、河川水維持対策は大き

な課題の一つとなっている。河川水維持対策を検討す

るには、流域全体の水収支の検討が必要であり、その

ためには、まず地下水の器である帯水層構造を明らか

にする必要がある。前報 1）では、空堀川流域全体の帯

水層構造について検討を行った。深度 800ｍまでの範

囲にある帯水層を４つの帯水層帯に区分し、さらに最

上部の第 1・第 2 帯水層帯を、浅部から深部に向かっ

てさらにAからEの帯水層に細区分した。 

今回は、これら帯水層のうち、河川水と直接接する

A層帯水層を取り上げ、その地盤特性の検討を行った。 

A 帯水層帯は、表層（河川堆積物とローム層）と厚

い礫層からなる。本報告では、この A 帯水層の下限深

度までを浅層地盤として呼ぶことにする。 

2. 流域の地形 

空堀川流域の地形は、源頭部のある狭山丘陵と平野

部からなり、平野部は台地と低地に区分されている。 

空堀川に沿う低地は、1：25000土地条件図、八王子・

東京西北（国土地理院）2）では、浅い谷として表現さ

れている。この浅い谷を、その谷幅と流路方向に注目

して、5区間に区分した（図-1、表-1）。 

上流のa区間の谷幅は100～150ｍ、奈良橋川が合流

するｂ区間からｃ区間では谷幅は 250～300m と広くな

る。柳瀬川と合流する直前の区間である d 区間は、谷

幅 75ｍの狭窄部となっている。e 区間は柳瀬川沿いに

発達する低位段丘面上に位置している。 

3. 流域の地質 

空堀川流域全体の浅層地盤は、下位に厚い礫層が分

布し、その上位に台地部ではローム層、浅い谷部では

礫・砂・泥層、泥炭層（ここでは河川性堆積物と呼ぶ）
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